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に
開
か
れ
、
内
容
を
策
定
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
幹
事
会
で
は
、

各
専
門
委
員
長
が
提
案
し
ま
し

た
（
な
お
組
織
委
員
会
は
、
日

程
の
都
合
で
事
後
確
認
）。 

 
二
つ
目
は
、
提
案
内
容
の
位

置
づ
け
を
変
え
た
こ
と
で
す
。
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ふれあい情報 
 2018年 3月 15日（木） 第 277号 

告 示 

 日本退職者連合規約第２６条

により、以下の通り第２２回定

期総会を開催する。 

       記 

１．と き ７月１２日（木） 

        ９：３０～ 

２．ところ 連合会館２階 

大会議室 

 

（註）代議員の割り当て等詳細は、退職

者連合規約に基づき、おってご連絡いた

します。 

 

２０１８年３月１５日 

日本退職者連合 

退
職
者
連
合
は
3
月
14
日
（水
）午
後
1
時
30
分
か
ら
連
合
本
部
8
階
会
議
室
で
第

4
回
幹
事
会
を
開
き
、
退
職
者
連
合
規
約
26
条
に
基
づ
き
、
別
掲
の
通
り
第
22
回
定
期

総
会
の
開
催
と
日
程
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
２
０
１
８
年
度
の
運
動
方
針
、
政
策
・制
度
要
求

（年
度
要
求
）、
低
所
得
高
齢
単
身
女
性
問
題
に
関
す
る
政
策
・制
度
の
要
求
に
つ
い
て
の
各

素
案
も
確
認
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
5
月
7
日
（月
）を
締
切
り
日
と
し
て
素
案
を
構
成
組

織
で
の
検
討
に
付
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 
２
０
１
８
年
度
運
動
方
針
（
素
案
）、
政
策
・
制
度
要
求
（
素
案
）、
低
所
得
高
齢 

単
身
女
性
問
題
に
関
す
る
政
策
・
制
度
の
要
求
（
素
案
）
を
確
認 

 

第４回幹事会 
幹
事
会
で
は
、
総
会
議
案
の
策

定
で
二
つ
の
特
徴
的
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
一
つ
は
、
取
り
扱
い

の
改
善
で
す
。
規
約
改
正
で
各
専

門
委
員
会
の
役
割
が
強
化
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
政
策
委
員
会
、
男

女
平
等
参
画
推
進
委
員
会
が
事
前

▲幹事会の冒頭、立ってあいさつする人見一夫会長。 
（3月 14日、連合本部８階三役会議室） 

こ
れ
ま
で
３
月
段
階
で
開
く
幹

事
会
で
の
検
討
内
容
を
「
原
案
」

と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
素

案
」
に
位
置
づ
け
た
こ
と
で
す
。

ね
ら
い
は
、
地
方
退
職
者
連
合

に
加
え
て
産
別
・
関
連
退
職
者

連
合
さ
ら
に
幹
事
会
役
員
も
含

め
て
退
職
者
連
合
全
体
で
「
素

案
」
を
検
討
し
て
も
ら
う
た
め

で
す
。「
原
案
」
だ
と
そ
の
日
の

幹
事
会
の
中
で
「
提
案
」
と
「
決

定
」
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
提
案
側
と
な
る
役
員
は
、

こ
れ
ま
で
実
質
的
に
内
容
を
検

討
す
る
余
裕
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
点
の
改

善
を
は
か
り
ま
し
た
。 

 

な
お
意
見
聴
取
を
締
め
切

っ
た
5
月
7
日
以
降
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
意
見
の

内
容
を
各
専
門
委
員
会
で
精

査
す
る
な
ど
し
て
、
6
月
13

日
開
催
の
第
6
回
幹
事
会
で

総
会
「
原
案
」
に
ま
と
め
ま
す
。

そ
の
後
、
7
月
開
催
の
第
22

回
定
期
総
会
に
そ
れ
ぞ
れ
議

案
と
し
て
提
案
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
退
職
者
連
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
第
22
回
定
期
総
会
の
開
催
日
時
・
場
所
決
ま
る 原

案
は
6
月
の
第
6
回
幹
事
会
で
決
定 

 

大
衆
討
議
を
重
ね
、
議
案
内
容
深
め
て
い
く 
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（
竹
信
教
授
） 

竹田邦明委員長 

井上久美枝総合局長 

男女平等参画推進のための 

地方退職者連合交流会を開く 
 学習会終了後、同じ会場で午
後４時から男女平等参画を地域
で推進している地方退職者連合
が中心となって約 30 人が集ま
り、交流会を持ちました（写真
右）。 
参加したのは、北海道、群馬、

栃木、茨城、千葉、神奈川、  

石川、大阪、兵庫、長崎の退職
者連合です。男女平等参画推進
委員会の委員も参加しました。 
意見交換では、「社会貢献活

動などで女性の参加の場を増や
したい」（石川）「意志決定の場に
女性の参加を」（大阪・北海道）な
どの意見がありました。 

男女平等参画推進のための第７回学習会 高
齢
女
性
の
労
働
運
動
が
必
要 

和
光
大
学
現
代
人
間
学
部
教
授
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
竹
信
三
恵
子
氏
が
、
低

所
得
高
齢
単
身
女
性
問
題
に
つ
い
て
退
職
者
連
合
が
主
催
し
た
男
女
平
等
参
画
推

進
の
た
め
の
第
7
回
学
習
会
で
講
演
。
「高
齢
女
性
の
貧
困─

家
事
ハ
ラ
社
会
と

私
た
ち─

」
と
題
し
て
貧
困
高
齢
女
性
を
生
む
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
「増
え
続
け
る
“働
く
高
齢
女
性
”の
労
働
運
動
を
」と
提
起
し
、
低
所
得
高
齢

単
身
女
性
問
題
に
取
り
組
む
退
職
者
連
合
の
運
動
に
新
た
な
一
石
を
投
じ
ま
し

た
。 

 

写真右は、講演で熱く語る竹信三恵子氏。写真下は、会場を一

杯に埋めた参加者。（３月２日） 

3
月
2
日
（
金
）
午
後
1

時
30
分
か
ら
連
合
本
部
で
開

か
れ
た
第
7

回
学
習
会
に

は
、
産
別
・
関
連
退
職
者
連

合
や
地
方
退
職
者
連
合
の
男

女
会
員
約
１
３
４
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

学
習
会
の
冒
頭
、
主
催
し

た
退
職
者
連
合
・
男
女
平
等

参
画
推
進
委
員
会
の
竹
田
邦

明
委
員
長
が
「
そ
れ
ぞ
れ
が

課
題
を
持
っ
て
考
え
て
い
く

機
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

ね
ら
い
に
つ
い
て
述
べ
ま
し

た
。 ま

た
連
帯
あ
い
さ
つ
し
た

井
上
久
美
枝
連
合
総
合
男

女
・
雇
用
平
等
局
長
は
「
退

職
者
連
合
の
み
な
さ
ん
の
熱

意
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
。

現
役
も
負
け
て
は
い
ら
れ
な

い
」
と
決
意
を
表
明
し
、
続

け
て
「
昨
年
、
退
職
者
連
合

と
意
見
交
換
の
場
を
持
っ

た
。
現
役
で
働
い
て
い
る
時

の
条
件
が
60
歳
以
降
の
生
活

に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
述

べ
、
低
所
得
高
齢
単
身
女
性

問
題
に
取
り
組
む
に
は
、
現

退
連
携
が
重
要
と
の
考
え
を

強
調
し
ま
し
た
。 

 

深
刻
化
す
る
高
齢
女
性 

の
貧
困
問
題 

 

講
演
で
は
約
90
分
に
わ
た

っ
て
高
齢
女
性
の
貧
困
に
つ

い
て
デ
ー
タ
を
使
い
、
熱
い
思

い
を
語
っ
た
竹
信
氏
は
、
高
齢

女
性
の
貧
困
を
生
む
要
因
に

つ
い
て
①
現
役
時
代
の
低
賃

金
②
結
婚
や
出
産
で
働
き
続

け
ら
れ
な
い
③
夫
の
死
別
や

離
別
の
3
つ
を
あ
げ
、
ほ
ぼ

ど
の
年
代
も
女
性
の
貧
困
率

が
高
く
、
単
身
女
性
の
3
人

に
１
人
が
貧
困
。「
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
は
女
性
の
低
所

得
を
解
決
し
な
か
っ
た
」
と
問

題
の
歴
史
的
な
深
刻
さ
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
働

く
高
齢
女
性
が
増
え
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
、
高
齢
女
性
の

労
働
運
動
の
必
要
性
を
指
摘

し
ま
し
た
。 

 

 


